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【担当/幹事】

本日のプログラム

ソング：君が代、奉仕の理想

担　当：ロータリー財団委員会

卓　話：「ロータリー財団について」

講　師：坂　照明委員長

第1542回例会【11月6日(水)】

第1538回例会　　  　2024年10月2日（水）

次回の予定
第1543回例会【11月13日(水)】

ソング：我らの生業

担　当：Ｓ・Ａ・Ａ

卓　話：「異業種からの挑戦～私がお酢屋になったワケ～」

講　師：株式会社 トーエー 代表取締役　伊藤 志乃様

会長挨拶 藤盛 桂一会長

　本日はポリオ根絶ミーティングです。

登録頂いた皆様ありがとうございます。

ポリオ根絶に向けての今までと現在を知る素晴らしい機会に

なると思います。

米山月間
～平和構築と米山奨学委員会～」

講　師：第２６３０地区米山奨学委員会

委員　田中 大補様（四日市西RC)

11月のお誕生日

 ９日  金　　大輔会員

１３日　片岡　宏朗会員

２７日　大喜　靖一会員
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米山奨学委員会として
1952年、東京ロータリークラブで、海外、特にアジア諸国

から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する事業｢米山基

金」の構想が発表されました。

第二次世界大戦終戦から7年後の事。

その背景には、「二度と戦争の悲劇を繰り返さない為に、

例会日 会員数 会場出席者 出席免除 補正後出席率欠　席　者　数
(メークアップ)

先 週 の 記 録先 週 の 記 録

出 席 報 告

ゲスト紹介

ビジター受付

第1540回例会【 令和6年10月20日(日) 】

(6名)　四日市RC 4名　四日市西RC 2名
　　　　

(なし)　

10月2日

10月20日

31 18 5

9 2231 － －
（　2　）

6 77%

グルメ同好会

篠原パストガバナー様等と合流､すごく楽しかった。（加門会員撮影）

人類は文明進化とともに、都市建

設と人口増によって、寄生虫・コレ

ラ・赤痢・チフスなど、排泄物に

よって伝染する消化器系病の感染症

が流行し、交易が盛んになり、免疫

を持たない地域で急拡大しました。

14世紀にはペスト、16世紀には梅

毒、17～18世紀には天然痘、19世紀

にはコレラと、人類の歴史は感染症

との戦いでもありました。そのなか

でも特筆される撲滅運動は、1958年、世界天然痘根絶計画が

WHOの総会で可決しました。当時、世界33カ国に天然痘が

常在し、発生数年間2000万人、死亡数400万人と推計されま

す。1978年の患者発生の報告を最後に、1980年5月、世界根

絶宜言を行いました。それに続く保健運動がポリオ根絶運動

なのです。

現在ロータリーが進めるポリオ根絶運動は、1979年にフィ

リピンで600万人以上の子どものためにポリオワクチンを購

入・輸送するプロジェクトから始まります。

1985年　国際ロータリーが民間による国際的な公共保健活 

　　　　　動としては史上初かつ最大規模となる「ポリオプ

　　　　　ラス」を開始。

1988年　国際ロータリーとWHOが「世界ポリオ提減推進

　　　　　活動」を立上げる。

1994年　南北アメリカ大陸からポリオが撲滅されたことを

　　　　　発表。

2000年　オーストラリアから中国にわたる西太平洋地域で

　　　　　のポリオ撲滅宣言される。

2012年　インドがポリオ常在国リストから除外される。こ

　　　　　れにより、ポリオ常在国数は3カ国のみとなる。

　　　　　(アフガニスタン・ナイジェリア・パキスタン)

2019年　ナイジェリア、過去3年間発生なし。

2020年　WHO、アフリカ地域からポリオ根絶を宣言。

残すは、アフガニスタンとパキスタンの2カ国。運動開始

以来45年、ゴールは目の前にあります。これまでの先人達に

よる努力に対し、敬意を示すとともに、最後の「一歩」に皆

様ロータリアンのご理解とご協力を願うのみです。

G7

国際親善と世界平和に寄与したいという当時の会員たちの強

い願いでした。

その後、構想発表から5年を待たずに、単独事業から全国

合同事業へと発展しました。

アジア人の米山奨学生を日本のロータリーで受け入れるこ

とで、米山奨学生母国の社会的、経済的、そして心も豊かに

なれる様に、私たちロータリー会員一人一人が「積極的平

和」の8つの要素を理解し、単に紛争がない状態ではなく、

自分自身の可能性を最大限に発揮できる様、公平で強靭な社

会づくりに取り組み、また米山奨学生たちに伝承する事。そ

のことが将来的に、アジア全体の成長に繋がるのではないで

しょうか。

亀井ガバナーの事例

伊賀名張市で、「人口減対策会議（生産性人口含む）」が

開かれました。きっかけは、米山奨学生（四日市大学出身）

奨学生請の中の論文。「日本の人口減を受けて私たちアジア

人が就労をカバーする」という内容で、四日市大学には、そ

のことをテーマにしたゼミがある事を知ります。

伊賀名張市の人口減の問題と、四日市大学、ロータリーを

中心とした民間企業が主体として、産学官が一体となって社

会問題を解決しようという試みです。

ロータリーすべてのプロジェクト
米山記念奨学生にも、日本の良さ、ロータリーの良さを委

員会を通じて今まで以上に伝えていければと思っています。

積極的平和とは、暴力の欠如のみでなく、すべての人が豊

かな人生を送る事が出来る様、社会を築き、持続させること｡

ロータリー会員一人一人がスキルと知識を活かして、職業

奉を通じて地域社会に貢献する事。

ロータリーのすべてのプロジェクトが、「積極的平和」の考

え方を基盤にますます活性化されることを、願っています。



方針にある「会員増強・維持」「DEIの推

進」そして親睦を深める時間と空間を得ら

れた素晴らしい時間でした。

例会出席について

現在、国際ロータリーでは出席報告によ

る情報収集は行っていません。例会への出

席は「義務」ではなく「機会」であるとい

う考えですが定款・細則では例会時間60％以上で出席、年間

出席60％以上という記載があります。

例会出席や地区行事、セミナーへの参加をする中で「最も

良く奉仕する者、最も多く報いられる」と同じように「最も

多く出席する者、最も多く報われる」という言葉がより近く

感じるようになりました。

出席することで得られる「体験」や「感動」を感じる例会

づくりをしていきたいです。

例会日 会員数 会場出席者 出席免除 補正後出席率欠　席　者　数
(メークアップ)

1 0 月 2 日 の 記 録1 0 月 2 日 の 記 録

出 席 報 告

ゲスト紹介

ビジター紹介

第1538回例会【 令和6年10月2日(土) 】

(なし)

(1名)　第2630地区米山記念奨学委員会 委員
　　　　　　　　　　　　　田中　大補様（四日市西RC）  

9月18日

10月2日

31 17 4

18 1331 － －
（　4　）

6 77%

第1539回例会　　  　2024年10月9日（水）

会長挨拶 藤盛 桂一会長

　9月28日はBBQ大会が行われ、改めて親

睦の楽しさ大切さを感じる良い時間となり

ました。

　大谷選手が本塁打54本盗塁59個という大

記録を達成しました。「漫画のようだ」と

いう言葉ですら偉業を表す事ができません

ね。　

　10月の強化月間テーマは「地域社会の経済発展月間・米山

月間」です。貧困地域の経済発展を目的とした、地域ネット

ワークの向上、雇用の創出、専門職業人の為の奨学金を強調

する月間であると言われています。米山月間では先日のIM

でも公演がありましたが、日本独自の特別月間になります。

詳しくは講師の田中様より卓話いただけるのを楽しみにして

います。

特別講演　「ロータリークラブに入ろう」では講師の田中

様による会員増強の重要性と今までセミナーで言われていた

言葉の意味を知る事が出来ました。

記念講演「人道支援と人生のモチベーション」ではデヴィ

夫人の人柄が伝わり努力する事、自ら学ぶ事、そして何事に

でも感動する事などポジティブになる秘訣を学べました。

晩餐会、二次会、そして三次会に出席する中で親睦の素晴

【担当/幹事（代理：佐藤讓司会員）】

審議事項　

1. 山田元樹会員について

　・エレクト選任は10月9日指名委員会にてノミニー選任と 

　　合せて行う

　・下半期は休会

2. 地区委員長としての地区大会費用について　　  　　   承認

3. 10月20日(日)「ポリオ根絶ミーティング(例会変更)」について

　①街頭募金 10時～12時（四日市ふれあいモール）

　②食　　事 12時～13時（プラトンホテル2Fサファイア）

　　＊会場設営  12時30分～13時 お手伝い可能な方へお願い

　③ ポリオ根絶ミーティング　13時～受付　13時30分開会

　　 場所：プラトンホテル四日市

　 ①・③どちらか参加の場合、出席とする※服装は自由　承認

4. 地区補助金事業について　　現在の進捗報告　　　　　  承認

理事会役員会報告　　10月2日(水)

会長挨拶 藤盛 桂一会長

地区大会登録頂いた皆様ありがとうございます。

2日間出席させていただき感じたのは亀井ガバナーの想い、

地区スローガンである「地域にインパクトを」が伝わり活動

最後の一歩にご協力を

皆さんこんにちは、亀井です。

平素はポリオ根絶活動にご尽力いただき、ありがとうござ

います。

第4回クラブアッセンブリー

「地区大会報告」

米山奨学委員会として
1952年、東京ロータリークラブで、海外、特にアジア諸国

から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する事業｢米山基

金」の構想が発表されました。

第二次世界大戦終戦から7年後の事。

その背景には、「二度と戦争の悲劇を繰り返さない為に、

　服部 浩二幹事

① 配布資料　会報・ロータリーの友・月信

② 地区大会参加される方、お昼は出ないので済ませてから 

　 出席して下さい（時間厳守）

③ 理事会参加の方は2Fミーティングルーム

④ IM出席のお礼状が届いています

⑤ 3日（木）事務所お休みです　何かあれば幹事まで

幹事報告

　服部 浩二幹事

① 配布資料　なし

② ガバナーより地区大会参加のお礼が届いております

③ 次週例会 10月16日(水)→20日(日)に

　「ポリオ根絶ミー ティング」に変更　出欠の連絡を10月

　　16日(水)までにお願いします(服装は自由)

④ 10月23日(水)例会は9月28日「バーベキュー大会」に例会 

　 変更のため23日のプラトンホテルでの例会はありません

　10月30日(水)は特別休会　2週続けてお休みとなります

　次回の例会は11月6日(水)です

幹事報告協議事項　

1. ベネファクターについて（前年度より）

　　今年度理事会でも承認

2. 例会回数カウントについて

　　天候による休会は例会数はそのままにカウントしていく

　　今回8/28カウントで戻していく会報で訂正する

名 円 ご投入頂きました。ニコニコBOX報告

ありがとうございます。

10 24,000

第2630地区米山記念奨学委員会 委員　田中　大補様

藤盛、坂、早川、伊藤、国安院、松村、大久保、佐久間、山路

例会日 会員数 会場出席者 出席免除 補正後出席率欠　席　者　数
(メークアップ)

先 々 週 の 記 録先 々 週 の 記 録

出 席 報 告

ゲスト紹介

ビジター紹介

第1539回例会【 令和6年10月9日(水) 】

(2名)　四日市RC 　　小川　謙君
　　　　　四日市西RC　宮﨑　由至君

(なし)　

9月28日

10月9日

31 9 4

18 1331 － －
（　11　）

7 74%

名 円 ご投入頂きました。ニコニコBOX報告

ありがとうございます。

5 10,000

藤盛、青木、佐久間、清水、山路

藤盛　桂一会長

国際ロータリー第2630地区ガバナー　亀井　喜久雄様

各地区の会員がたくさん出席されいている中、私も出席さ

せて頂きました。

各表彰式では皆様のロータリアンとしての心構えを改めて

認識させて頂き、また野村様の講演では何事もあきらめない

心を持つことで夢や希望が達成されるという人として尊敬に

あたる講演でありました。

沢山の先輩方を見習い社会貢献できるような人物になれる

よう、日々精進していきたいと思います。

地区大会出席
上杉　啓詞会員

10月5日名張adsホールで開催された地区大会に参加させて

いただきました。

名張は能や狂言の発祥の地ということで、会場の舞台も能

楽師が描かれた緞帳の開幕で始まり晴れやかに開催されまし

た。

オープニングアトラクションでは大蔵流狂言師親子二代に

よる演目「鬼瓦」を観劇、狂言らしく少し笑いを交えたもの

で、その後「名張子供狂言の会」も披露され会場を和ませて

くれました。

ガバナー亀井喜久雄様の「地域にインパクトを」との命題

で「インクルーシブなクラブ創りを目指す」と抱負を述べて

いました。

RI会長代理森洋様の「中小企業とロータリークラブについ

て」の命題で「中小企業が元気になれば、ロータリーも元気

になる」との講演を拝聴しました。

高崎経済大学名誉教授田中久夫様の「会員増強の方法」、

デヴィ夫人の公演は自分の考え方はマリーアントワネットの

読書によって生まれたと語っておりました。

地区大会に参加して
羽田　清志会員

第1540回例会　　  2024年10月20日（日）

2024年度国際ロータリー第2630地区

ポリオ根絶ミーティング
場所：プラトンホテル四日市

らしさや一つになって楽しめる体験をさせて頂き、皆さんの

ロータリークラブへの熱い想い、参加する事で得られる経験

は私にとって財産になりました。

2日目は式典を中心に進行され地区で活動して頂いている

方々の努力があってこのような素晴らしい時間を経験させて

いただける事へ感謝の気持ちでいっぱいになりました。

記念講演「折れない心」では野村様が高校生までまわりか

ら期待されることが無い選手だった中で柔道が好きという気

持ちと、あきらめない心を持ち続ける事の重要さをオリン

ピック3連覇という結果とともにお話されました。

大昼食会も盛大に行われ、最後の大抽選会は四日市ロータ

リークラブ会長・幹事へなぜか四日市5クラブ全員の抽選券

が集まり託すという四日市グループが一つになって2日間が

終わりました。

今後も地区行事に参加する事でしか得られない経験を多く

の仲間に感じて頂きたいと思います。

国際親善と世界平和に寄与したいという当時の会員たちの強

い願いでした。

その後、構想発表から5年を待たずに、単独事業から全国

合同事業へと発展しました。

アジア人の米山奨学生を日本のロータリーで受け入れるこ

とで、米山奨学生母国の社会的、経済的、そして心も豊かに

なれる様に、私たちロータリー会員一人一人が「積極的平

和」の8つの要素を理解し、単に紛争がない状態ではなく、

自分自身の可能性を最大限に発揮できる様、公平で強靭な社

会づくりに取り組み、また米山奨学生たちに伝承する事。そ

のことが将来的に、アジア全体の成長に繋がるのではないで

しょうか。

亀井ガバナーの事例

伊賀名張市で、「人口減対策会議（生産性人口含む）」が

開かれました。きっかけは、米山奨学生（四日市大学出身）

奨学生請の中の論文。「日本の人口減を受けて私たちアジア

人が就労をカバーする」という内容で、四日市大学には、そ

のことをテーマにしたゼミがある事を知ります。

伊賀名張市の人口減の問題と、四日市大学、ロータリーを

中心とした民間企業が主体として、産学官が一体となって社

会問題を解決しようという試みです。

ロータリーすべてのプロジェクト
米山記念奨学生にも、日本の良さ、ロータリーの良さを委

員会を通じて今まで以上に伝えていければと思っています。

積極的平和とは、暴力の欠如のみでなく、すべての人が豊

かな人生を送る事が出来る様、社会を築き、持続させること｡

ロータリー会員一人一人がスキルと知識を活かして、職業

奉を通じて地域社会に貢献する事。

ロータリーのすべてのプロジェクトが、「積極的平和」の考

え方を基盤にますます活性化されることを、願っています。


